
門徒会との合同研
修会にご参加を
あゆみの会では、2013年に

第2組門徒会役員の皆さんと相談
のうえで、従来は門徒会員研修大
会として実施されていたものを
「合同研修会」として実施して以
来、13年目になります。
今年も、合同研修会を次のとお
り開催させていただきますので、
まだ、残暑厳しい頃ですが、体調
を整えていただいて、ぜひご参加
ください。
今回の講師は、大阪教区第3組恩
楽寺の乙部大信先生をお招きして、
講題を「念仏修行∼世のなりわい
にいそしまん∼」と題してお話い
ただきます。
(別途、ご案内します）
日時 10月2日(木）13：30
会場 光照寺(天王寺区上汐）
講題「念仏修行∼世のなりわいに
いそしまん∼」
講師 乙部 大信先生

（第3組 恩楽寺）
参加費 無料

第2組聞法会「正信念仏偈」
講師 廣瀬 俊先生

(17組法觀寺住職）
参加費 500円
第5回
日時 9月6日(土）14：00
会場 唯専寺(浪速区敷津西）
第6回
日時 10月16日(木）14：00
会場 西教寺(阿倍野区阿倍野元町）

第2組聞法会開催

2025年8月6日(水）午後2時
から天王寺区の光照寺(墨林浩
住職）で、第4回第2組聞法会
が、組内の住職や坊守、門徒
と推進員23名が参加して開催
されました・
墨林浩組長の開会・調声に

より「正信偈」「念仏・和讃」
「回向」を勤めました。
前回に引き続き、講師は宮

部渡先生(第15組西稱寺）で、
「初めての正信念仏偈 」の曇
鸞章と道綽章を学びました。
冒頭、東本願寺発行の『真

宗』誌(1996年）に掲載された
阪神淡路大震災(1995年）被災
された神戸の住職が、その復
興について書かれた記事の、
蓮如上人の言葉、「火の中を
分けても法は聞くべきに

雨風雪は 物の数かは」を紹
介されて。仏法を聞くことが
大事であることを話されまし
た。
そして、曇鸞大師が菩提流

支と出会われ、不老不死の仙
経を焼き捨てて、天親菩薩の
『浄土論』を註釈され、自力
と他力についてあきらかにさ
れたこと。道綽禅師は出家、
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宗祖親鸞聖人ご誕生850年・立教開宗800年慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏ー人として生まれた意味をたずねていこうー」

親鸞のことば
自力の深さに気づかされる

常没の凡愚・流転の群生、
じょうもつぼんぐ

無上妙果の成じがたきに
むじょうみょうか

あらず、真実の信楽に獲
しんぎょう う

ること難し 教行信証
かた

熱心に、丁寧に説かれて、頭

では理解できているつもりになっ

た他力の教えだけれど、どこか

で信じきれない自分がいる・・・

。他力だけでなく、やはり自分

の力も必要ではないか、と言う

思いから抜け出せないのが私た

ち人間です。

迷いの海に沈んでいる私たち、

苦しみの世界を流転し続けてい

る私たちにとって、さとりを開

くことが難しいのではなく、悟

りにいたる真実の信心を獲るこ

とが難しいのです。

真実の信心とは、阿弥陀さま

の本願を信じることであり、自

力の深さに気づかされることで

す。

池田勇諦師がご逝去
6月29日に、真
宗大谷派講師で

同朋大学名誉教

授の池田勇諦氏

がご逝去されま

した。(90歳）
大阪教区の講義

や、いろいろな

ところでの法話を聞かせていた

だきました。現在、連載中の

「和国の教主」もその一つ。

謹んでお悔やみ申し上げます

心の眼は開かれている
あゆみの会設立当初からの会

員で、第2組の聞法会始め、難
波別院、そして即應寺の聞法会
に道を求める巡礼者のように参
加されていた、新谷和代さん(9
0歳）が、難病により眼が見え
なくなったと知ったのが、7月2
6日(土）に開催された、善隆前
住職の「親鸞和讃に聞く会」で

した。当日は、息子さん夫婦に
車で送ってもらってこられたと
言うことでした。
前住職のお話が終わった後、彼
女から「長い間、ありがとうご
ざいました。聞法してきて、分
かったことは『南無阿弥陀仏』
しかないです」と。
善隆前住職から、「ずっと聞

き続けてくださったなあ」」

「私から見たら、『還相回向』
そのままです。仏さまの「徳が
この人の上に、身にも心にもあ
らわれてはたらいています」そ
して、「心の眼は開いているか
ら大丈夫です」と。
何が、新谷さんをここへ押し

出されたのか、仏法不思議と言
うしかありません。長い間、あ
りがとうございました。(本）



法難・還俗、再出家と言う苦
難を経て、曇鸞大師の生涯に
触れ、一念発起して聖道門と
浄土門をあきらかにされたと
話されました。
恩徳讃を斉唱して閉会。
墨林組長から、次回の日程

について、9月6日(土）午後2
時から、浪速区の唯専寺で、
講師は廣瀬俊先生(17組法觀寺）
と案内がありました。
如是我聞

宮部先生法話聞書
細川 克彦（佛足寺）

まず、宮部先生は40度近い
酷暑の中を皆が出かけてきた
ことにねぎらいの言葉をかけ
つつ、蓮如上人作と伝えられ
る「火の中を分けても法を聞
くべきに 雨風雪はものの数
かは」と言う和歌を紹介され
て、聞法の大切であることを
話されました。
先生の『正信偈』のご担当

は、七高僧の天親菩薩、曇鸞
大師、道綽禅師の3人で、先月
の第1回目は主に天親菩薩の
「一心」について話されまし
た。
はじめに、その復習として、

「私の信心」と言った時は、
それは「二心」である。凡夫
であるから、信じていると言っ
たすぐあとから疑いが起こっ
てくる。「一心」と言う時は、
私と言うものを教えてくださ
る本願のはたらきが身に届い
ていたんだんだと気付くのが
信心であると。
そして天親菩薩章の「煩悩

の林に遊びて神通を現じ、生
死の園に入りて応化を示す、
といえり」について、「林」
とか「園」と言うのは人生を
表しており、「遊び」とはと
らわれないとか、解放と言う
ことを意味している。私たち

はそのような「遊び」と言う
ことを願っているのではない
かと。それを難しい言葉で言
うと「正定聚の菩薩」と。
休憩の後は、曇鸞大師章の

「三蔵流支、淨教を授けしか
ば、仙経を焚焼して楽邦に帰
したまいき」について、その
ような失敗談を親鸞聖人がわ
ざわざ取り上げられ、また曇
鸞大師は『涅槃経』等を学ん
でおられたが、三蔵流支に会
われて感動し、仙経を焼き捨
て、天親菩薩の『浄土論』を
解釈された『浄土論註』を書
かれたことに大きな意義を見
られ『正信偈』の２句とされ
たと。続く道綽禅師について
は「道綽、聖道の証しがたき
ことを決して、ただ浄土の通
入すべきことを明かす」のと
ころを取り上げられ、七高僧
の龍樹菩薩「難行道」「易行
道」、また曇鸞大師の「自力」
「他力」では、まだ曖昧さが
残っていたが、道綽禅師は
「聖道門」「浄土門」と言う
区別をたてられ、末法と言う
時代では聖道門では仏道が達
成できないと決定されたと。
そして、誰でも、いつでも、

どこでも助かる教えこそ釈尊
の最も伝えたかったこととし
て、本願のはたらきにより救
われる『大無量寿経』の教え
が親鸞聖人まで伝えられたと、
熱く話されました。
紙上法話

和国の教主⑨
親鸞聖人における聖徳太子観

池田勇諦先生
続・観世音菩薩の発遣

皆さ
ん方も、
模様は
違えど
もそう
言うご
経験は
ござい
ません
か。本
気になっ
て求め
ている

と、そう言う経験が出てくる
のです。サッと、というよう
なものではない。「どうしよ
うか、たずねようか、やめて
おこうか・・・」。そこで
「吉水に訪ねて行け、法然上
人の教えにしたがえ」と親鸞
聖人に決断せしめたのは、六
角堂の夢告ではなかったかと
私には思われてなりません。
と も う し ま す の も

行者宿報設女犯」(『御伝鈔』
ぎょうじゃしゅくほうせつにょぼん

真宗聖典725P）と言う偈文が
げ も ん

ありますね。この偈文と親鸞
聖人が法然上人をたずねられ
たことが結びつかないと言う
ことが歴史家の間でも言われ
ておりますね。ところがよく
よく考えてみますと、親鸞聖
人が六角堂に籠られて夢告を
受けられたことによって、
「法然上人の教えは破戒の教
えではなく、無戒の教えだ」
と言うことがあきらかになら
れたのですね。それは「此れ

こ

は是我が誓願なり」(『真宗聖
これ

典』725P）、観世音菩薩の誓
願の根源は、阿弥陀の誓願で
す。ですから家庭生活を通し
てはじめて「臨終引導生極楽」、

りんじゅういんどうしょうごくらく

人生そのものが往生浄土の道
中、つまり家庭生活こそ仏に
なる修行の道場である。それ
が阿弥陀の本願に基づく法然
上人の教えなのだと知ること
が出来たから、法然上人の門
に入られたのでしょ。そこが、
比叡の山を降りて百日の間
「降るにも照るにも、いかな
る大事にも」(『恵信尼消息』
真宗聖典616P）、親鸞聖人は
吉水に参って法然上人の教え
を聞きたずねておられるので
すね。そこまで念を入れて、
ようやくはっきりした。だか
ら、もう惑うことはない。心
が決まったわけですね。そう
いう心の決まりに導いてくれ
たのは、観世音菩薩の夢告、
すなわち聖徳太子の夢告であっ
た。それが親鸞聖人にとって、
自分の将来を決定づけた法然
上人と出遇わせて下さった聖
徳太子のおすすめを感佩され

かんぱい

た所以でありましょう。(続く）
ゆ え ん
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